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スギ材を原料にしたバイオエタノールを原

生産のための前処理技術の開処 発理

スギを原料にして酵素法でバイオエタノールを生産する場合、スギに含まれるリグニンを

除く前処理技術の開発が大きなポイントになります。本課題では、紙の原料であるパルプを

製造する技術を応用し、少量のアントラキノンという化合物を添加した水酸化ナトリウム水

溶液でスギ材中のリグニンを取り除き、スギに含まれる糖分を効率良く酵素で糖化する技術

を開発しました。

1.水酸化ナトリウムで木材からリグニンを除く ’
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木材中のリグニンを取り除いてパルプ化するプロセス

製紙工場では、水酸化ナトリウムと硫化ナトリウムを用いて木材中のリグニンを取り除きパルプと

いう紙の原料を製造します。その過程で排出される黒液というリグニンの混じった排液をボイラーで

燃焼させ、プロセスのエネルギーとして使用し、同時にアルカリ薬剤の回収を行っています。この方

法を応用すれば、外部からのエネルギーを必要としない効率的なリグニンの除去が可能となります。
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